
行政 専門家
市民・
団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・まちの魅力を把握できていない 基本方針１　さがす A 1
ワークショップの開催
（5再掲）

市民との協働による歴史文化遺産の掘り
起こしを実施

〇 〇

・区域の近代建築の調査が不十分 A 2 建造物調査（1再掲） 域内の残る近代建築の調査 〇 〇

・氷川神社、中山道大宮宿、鉄道、盆栽、紡績など多様な歴
史文化遺産があるが、それぞれの詳細を把握できていない

A 3
氷川神社関係文書の調
査

指定文化財の員数確定 〇 〇

・大宮郷土史会の調査成果を、市で蓄積できていない A 4 天然記念物調査 氷川参道等の樹木調査 〇 〇

・調査履歴の蓄積がない A 5 大宮宿に係る総合調査 大宮宿の総合調査 〇 〇 △

A 6 大宮公園に関する調査 大宮公園の歴史、変遷に関する調査 ○ ○ △

A 7
盆栽村に関する資料調
査

「盆栽村」に関する資料調査、リスト化 〇 〇 △

A 8 鉄道遺跡に関する調査
「鉄道遺跡」に関する資料調査、リスト
化

〇 〇 〇

A 9
大宮夏祭り「山車」調
査

宮町、土手町等、大宮夏祭りに参加する
「山車」の調査

〇 〇

・指定文化財の説明板の未設置、老朽化 基本方針２　いかす A 10
文化財説明板設置
（37再掲）

文化財説明板の設置 〇

・中山道大宮宿を示す案内が少ない A 11
市民向け講座の開催
（44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 〇

・調査済の歴史文化遺産の活用が図られていない A 12
DXによる大宮宿の復元
の検討

調査を踏まえ、DXを活用した大宮宿の復
元の検討

〇

・歴史文化遺産の認知度が低い A 13
ユニークベニューの活
用

大宮薪能の開催及び、新規事業の検討 ○ ○ ○

・宿場町の面影が残っていない A 14 マップの発行 大宮散策マップの発行 〇

・歴史文化遺産のPRが不十分 A 15 盆栽村開村100年事業 盆栽村開村100周年関連事業の実施 〇 △

A 16
ミュージアムヴィレッ
ジ大宮公園

大宮公園駅を起点としたカルチャー＆ス
ポーツエリア、9施設が参加

〇 〇

・多様な主体との連携が図れていない 基本方針３　たすけあう A 17
ミュージアムヴィレッ
ジ大宮公園(A16再掲)

大宮公園駅を起点としたカルチャー＆ス
ポーツエリア、9施設が参加

〇 〇

・活動団体の把握が不十分 A 18
国際観光協会、商工会
議所との連携(48再掲)

国際観光協会、商工会議所との連携強
化、事業の推進

〇 〇

・まちづくり部門との連携が図れていない A 19
博物館等との連携
（51再掲）

博物館施設との連携強化、事業の推進 〇 〇

・庁内の連携不足 A 20
市民団体との協働
（56再掲）

市民団体との連携強化、事業の推進 ○ ○

A 21 まちづくとの連携
大宮駅周辺などまちづくり部門との連携
強化、事業の推進

〇

A 22 庁内の連携
区コミュニティ課、シティセールス担当
との連携強化、事業の推進

〇

・氷川参道の並木の衰弱が目立つ 基本方針４　まもる A 23
「氷川参道の並木」の
保存活用の在り方検討

市天然記念物「氷川参道の並木」の在り
方の検討

〇 〇 〇 〇

・修理等の資金不足 A 24
埋蔵文化財施設の維持
管理（77再掲）

土器の館等埋蔵文化財収蔵施設の維持管
理

〇

A 25
文化財保存事業費補助
金の交付（78再掲）

指定文化財所有者が実施する修理等に対
し、補助金を交付

〇 〇

A 26
土器の館中規模修繕
（87再掲）

土器の館中規模修繕の実施 〇

A 27 建造物の指定等の検討 建造物の指定、登録等の検討、実施 〇 〇

A 28
宮町の「山車」の修理
支援

宮町の「山車」の修理支援 △ △ 〇

A 29
クラウドファンディン
グの検討（81再掲）

保存継承のためのクラウドファンディン
グの活用を検討

○ ○

課題 方針

保存と活用に関する措置

事業名 事業概要
取組主体 事業計画期間

保存活用区域１　氷川神社・大宮宿区域

1

保存活用区域での保存と活用に関する措置一覧（案）
別紙2



行政 専門家 団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・発掘調査の成果から「与野」の再考が必要 基本方針１　さがす B 1
ワークショップの開催
（5再掲）

市民との協働による歴史文化遺産の掘り
起こしを実施

〇 〇

・調査履歴の蓄積がない B 2
鎌倉街道・羽倉街道の
総合調査

鎌倉街道・羽倉街道の総合調査 〇 〇 △

・まちの魅力を把握できていない B 3 与野市（いち）の調査
発掘成果も含め、与野の「市」について
の調査

〇 〇 △

B 4 鴻沼総合調査 鴻沼の総合調査 〇 〇 △

B 5 鴻沼資料館民具調査 鴻沼資料館所蔵民具のリスト化 〇

基本方針２　いかす B 6
文化財説明板設置
（37再掲）

文化財説明板の設置 〇

B 7
市民向け講座の開催
（44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 〇

B 8 マップの発行 中央区ウォーキングマップの発行 〇

・多様な主体との連携が図れていない 基本方針３　たすけあう B 9
国際観光協会、商工会
議所との連携(48再掲)

国際観光協会、商工会議所との連携強
化、事業の推進

〇 〇

・活動団体の把握が不十分 B 10 郷土資料館との連携
与野郷土資料館との連携強化、事業の推
進

〇 〇

・まちづくり部門との連携が図れていない B 11
市民団体との協働
（56再掲）

市民団体との連携強化、事業の推進 ○ ○

・庁内の連携不足 B 12 まちづくりとの連携
与野本町駅周辺のまちづくり部門との連
携強化、事業の推進

〇

B 13
庁内の連携
（A22再掲）

区コミュニティ課、シティセールス担当
との連携強化、事業の推進

〇

・調査済の建造物の保存活用が図られていない 基本方針４　まもる B 14
与野の大カヤ保存活用
計画作成の検討

国指定天然記念物「与野の大カヤ」の保
存活用計画の作成の検討

〇 〇 〇

・修理等の資金不足 B 15
建造物の指定等の検討
（A24再掲）

建造物の指定、登録等の検討、実施 〇 〇

・国指定文化財の保存活用計画の作成 B 16 郷土芸能の活動支援
お囃子等郷土芸能の活動支援
（国、民間の支援事業の照会・支援）

△ 〇

B 17
文化財保存事業費補助
金の交付（78再掲）

指定文化財所有者が実施する修理等に対
し、補助金を交付

〇 〇

B 18
クラウドファンディン
グの検討（81再掲）

保存継承のためのクラウドファンディン
グの活用を検討

○ ○

・調査済の建造物の保存活用が図られていない
・本町通りを中心とした街並みが失われつつある
・指定文化財の説明板の未設置
・歴史文化遺産のPRが不十分

取組主体 事業計画期間

保存活用区域２　与野本町周辺区域

課題 方針
保存と活用に関する措置

事業名 事業概要

2



行政 専門家 団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・浦和宿にあった近代建築が急速に減少している 基本方針１　さがす C 1
ワークショップの開催
（5再掲）

市民との協働による歴史文化遺産の掘り
起こしを実施

〇 〇

・区域の近代建築の調査が不十分 C 2 浦和画家作品調査 浦和画家作品の調査、リスト化 〇

・まちの魅力を把握できていない C 3 建造物調査
浦和宿の建造物追跡調査、及び近代建築
調査

〇 〇

C 4 浦和宿に係る総合調査 浦和宿の総合調査 〇 〇 △

C 5 天然記念物調査 調神社境内林等樹木調査 〇 〇

・指定文化財の説明板の未設置、老朽化 基本方針２　いかす C 6
文化財説明板設置
（37再掲）

文化財説明板の設置 〇

・市指定文化財「浦和宿絵図」の活用が図られていない C 7
市民向け講座の開催
（44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 〇

・歴史文化遺産のPRが不十分 C 8 マップの発行 文化の小径の発行 〇

C 9
DXによる浦和宿の復元
の検討

調査を踏まえ、DXを活用した浦和宿の復
元の検討

〇

・多様な主体との連携が不十分 基本方針３　たすけあう C 10
国際観光協会、商工会
議所との連携(48再掲)

国際観光協会、商工会議所との連携強
化、事業の推進

〇 〇

・活動団体の把握が不十分 C 11 美術館館との連携 美術館との連携強化、事業の推進 〇 〇

・まちづくり部門との連携が図れていない C 12
市民団体との協働
（56再掲）

市民団体との連携強化、事業の推進 ○ ○

・庁内の連携不足 C 13 まちづくりとの連携
与野本町駅周辺のまちづくり部門との連
携強化、事業の推進

〇

C 14
庁内の連携
（A22再掲）

区コミュニティ課、シティセールス担当
との連携強化、事業の推進

〇

・浦和宿にあった近代建築が急速に減少している 基本方針４　まもる C 15 建造物の指定等の検討
建造物の指定、登録等の検討、実施
（A24再掲）

〇 〇

・後継者不足 C 16 郷土芸能の活動支援
市指定無形文化財「木遣歌」の活動支援
（国、民間の支援事業の照会・支援）

△ 〇

C 17
文化財保存事業費補助
金の交付（78再掲）

指定文化財所有者が実施する修理等に対
し、補助金を交付

〇 〇

・修理等の資金不足 C 18
クラウドファンディン
グの検討（81再掲）

保存継承のためのクラウドファンディン
グの活用を検討

○ ○

保存活用区域３　浦和宿区域

課題 方針
保存と活用に関する措置

事業名 事業概要
取組主体 事業計画期間

3



行政 専門家 団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・調査履歴の蓄積がない 基本方針１　さがす D 1
ワークショップの開催
（5再掲）

市民との協働による歴史文化遺産の掘り
起こしを実施

〇 〇

・まちの魅力を把握できていない D 2 建造物調査 岩槻城下の近代建築調査 〇 〇

・岩槻城の情報の不足 D 3 真福寺貝塚発掘調査 国指定史跡「真福寺貝塚」の発掘調査 〇

・人形師の把握ができていない D 4
江戸木目込人形製作者
調査

県指定無形文化財の保持者の確認調査 〇 〇

D 5 岩槻城総合調査 岩槻城に関する総合調査の実施 〇 〇 △

・岩槻のまちの活性化 基本方針２　いかす D 6
文化財説明板設置
（37再掲）

文化財説明板の設置 〇

・指定文化財の説明板の未設置、老朽化 D 7
市民向け講座の開催
（44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 〇

・岩槻城址へのアクセス D 8 マップの発行 岩槻駅周辺観光マップ等の発行 〇

・歴史文化遺産のPRが不十分 D 9 まちかど雛めぐり 岩槻まちかど雛めぐりの開催 〇 〇

D 10
ユニークベニューの活
用

久伊豆神社「炎の集い」の開催及び、新
規事業の検討

○ ○ ○

D 11
DXによる岩槻城の復元
の検討

調査を踏まえ、DXを活用した岩槻城の復
元の検討

〇

・多様な主体との連携が図れていない 基本方針３　たすけあう D 12
国際観光協会、商工会
議所との連携(48再掲)

国際観光協会、商工会議所との連携強
化、事業の推進

〇 〇

・活動団体の把握が不十分 D 13
人形組合との協働の推
進

岩槻人形組合との連携強化、事業の推進 〇 〇

・庁内の連携不足 D 14 博物館施設との連携
岩槻郷土資料館、人形博物館美術館との
連携強化、事業の推進

〇 〇

D 15
市民団体との協働
（56再掲）

市民団体との連携強化、事業の推進 ○ ○

D 16 まちづくりとの連携
岩槻のまちづくり部門との連携強化、事
業の推進

〇

D 17
庁内の連携
（A22再掲）

区コミュニティ課、シティセールス担当
との連携強化、事業の推進

〇

・指定建造物等の修理が必要 基本方針４　まもる D 18
真福寺貝塚保存活用計
画改定(63再掲）

国指定史跡「真福寺貝塚」の保存活用計
画の改定

〇

・岩槻城の今後の保存と活用の検討が必要 D 19
真福寺貝塚整備基本方
針の作成(72再掲）

真福寺貝塚の整備基本方針の作成 ○

・真福寺貝塚の整備が必要 D 20
真福寺貝塚整備基本設
計(73再掲）

真福寺貝塚の整備に係る基本設計 ○

・修理等の資金不足 D 21
真福寺貝塚整備実施設
計(74再掲）

真福寺貝塚の整備に係る実施設計 ○

D 22
真福寺貝塚第1期整備
(75再掲）

真福寺貝塚第1期整備工事 ○

D 23
市所有指定建造物修理
計画の作成（69再掲）

指定建造物について、修理計画の作成 ○ △

D 24
岩槻城跡保存活用計画
の検討

県指定史跡「岩槻城跡」の保存活用計画
作成

○

D 25
遷喬館保存活用計画の
検討

県指定史跡「遷喬館」の保存活用計画作
成

○

D 26
人形博物館所蔵資料の
修復

人形博物館所蔵資料の修復 〇 〇

D 27
文化財保存事業費補助
金の交付（78再掲）

指定文化財所有者が実施する修理等に対
し、補助金を交付

〇 〇

D 28
クラウドファンディン
グの検討（81再掲）

保存継承のためのクラウドファンディン
グの活用を検討

○ ○

保存活用区域４　岩槻城区域

課題 方針
保存と活用に関する措置

事業名 事業概要
取組主体 事業計画期間

4



行政 専門家 団体 所有者 R6 R7 R8 R9～12

・広域であるため、全体の把握が難しい 基本方針１　さがす E 1 鈴木家住宅調査
国指定史跡「見沼通船堀」を構成する鈴
木家住宅の調査

〇 〇

・地域住民が、他の地域のことを知らない E 2 クマガイソウ株数調査
市天然記念物「御蔵のクマガイソウ」の
株数調査

〇 〇

・調査履歴の蓄積がない E 3 天然記念物調査 市天然記念物の現況調査 〇 〇

E 4
指定無形民俗文化財調
査

指定無形民俗文化財の現況調査 〇 〇

E 5 無形民俗調査 地域に残る無形遺産の調査 〇 〇

E 6 石造物調査 地域に残る石造物の調査 〇 〇

・指定文化財の説明板の未設置、老朽化 基本方針２　いかす E 7
見沼通船堀閘門開閉実
演（15再掲）

見沼通船堀での通水及び閘門関の開閉を
公開

○ △

・数種類の説明板があり、統一感がない E 8
見沼通船堀開削300年
記念事業

通船堀開削300周年事業の検討 〇 〇 〇

・散策時のトイレが少ない E 9 鈴木家住宅の公開
国指定史跡「見沼通船堀」を構成する鈴
木家寺委託の公開

〇 〇

E 10
文化財説明板設置
（37再掲）

文化財説明板の設置 〇

E 11
市民向け講座の開催
（44再掲）

市民向けの講座、ワークショップの開催 〇

E 12 マップの発行 見沼ガイドマップ等の発行 〇

E 13 見沼ツーデーウオーク
桜回廊をめぐるウオーキングイベントの
開催

〇 〇

・多様な主体との連携が図れていない 基本方針３　たすけあう E 14
国際観光協会、商工会
議所との連携(48再掲)

国際観光協会、商工会議所との連携強
化、事業の推進

〇 〇

・活動団体の把握が不十分 E 15 博物館施設との連携
浦和博物館等博物館施設との連携強化、
事業の推進

〇 〇

・庁内の連携不足 E 16
市民団体との協働
（56再掲）

市民団体との連携強化、事業の推進 ○ ○

E 17
庁内の連携
（A22再掲）

区コミュニティ課、シティセールス担当
との連携強化、事業の推進

〇

E 18
見沼田んぼ桜回廊サ
ポーター制度

見沼田んぼ桜回廊の見守り活動 〇 〇

・指定建造物等の修理が必要 基本方針４　まもる E 19
鈴木家住宅の維持管理
（71再掲）

鈴木家住宅の維持管理 〇 △ 〇

・史跡の維持、整備が必要 E 20
鈴木家住宅の在り方検
討

国指定史跡「見沼通船堀」を構成する鈴
木家住宅の活用の検討

〇 〇 △ 〇

・人手不足、資金不足 E 21
見沼通船堀保存活用計
画作成（62再掲）

国指定史跡「見沼通船堀」の保存活用計
画の作成

○

E 22
馬場小室山遺跡保存活
用計画の検討

県指定史跡「馬場小室山遺跡」の保存活
用計画作成

○

E 23
馬場小室山遺跡の環境
維持

県指定史跡「馬場小室山遺跡」の環境維
持

〇

E 24
民家園の建造物の修理
計画作成

民家園内の建造物について、修理計画の
作成

○ △

E 25
旧坂東家住宅の修理計
画の作成

旧坂東家住宅の修理計画の作成 ○ △

E 26
市所有指定建造物修理
計画の作成（69再掲）

指定建造物について、修理計画の作成 ○ △

E 27
文化財保存事業費補助
金の交付（78再掲）

指定文化財所有者が実施する修理等に対
し、補助金を交付

〇 〇

E 28
クラウドファンディン
グの検討（81再掲）

保存継承のためのクラウドファンディン
グの活用を検討

○ ○

E 29 桜回廊の維持 見沼田んぼの桜回廊の維持 〇 ○

保存活用区域５　見沼区域

課題 方針
保存と活用に関する措置

事業名 事業概要
取組主体 事業計画期間
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